
新しい公共支援事業の成果等報告（新しい公共の場づくりのためのモデル事業分）

平成２４年度中間報告書

１ 事業実施内容

事業名 家族そろって日本語講座＠飯野高校

分類 ■一般枠 □ＮＰＯ支援重点化枠

事業実施主体名 特定非営利活動法人市民社会研究所

事業概要

①対象者：地域に暮らす外国人家族（一人でも参加できる）

②会 場：三重県立飯野高校（鈴鹿市）

③開設時間等：２０１２年７月～２０１３年２月（８ヶ月間）

毎週１回（平日）同時２コース開講 各19:00～21:00

④指導者：現役の日本語教師（有資格者・市民社会研究所所属）各コース１名

⑤補助者：人財ポケット国際部会 各コース２名（文化庁日本語ボランティア講座修了者）

平成23年度 －委託額

（内訳は別紙参照） 平成24年度 2,498,595円

●協働事業参加組織

県教委、飯野高校、市民社会研究所、鈴鹿市生活安全部市民対話課、

鈴鹿市教委人権教育課、創徳中学校、企業（２社）

●会議の実施状況

実施月日 会議の議題

4月 25日 日程調整、内容検討

8月 2日 経過報告、課題検討

マルチステーク

ホルダー（会議

体）の取組状況

取組内容

●これまで取り組んできた内容

・受講者募集広報活動
・講座開催（６／２６～９／２５ 毎週火曜日）１３回
第 1回目は台風のため中止、その分は後半で実施予定

●当初（採択時）に計画していた内容から変更したこと

・クラスを大人向きと子ども向きに分ける計画でしたが、受講者が中学生以上で
ほとんどが成人なので、能力別クラス（日本語能力試験Ｎ２／Ｎ３）に変更した。

●現状の成果と課題

・目標を日本語能力試験に合わせたため、それぞれが熱心に学習している
・初めの数回は出席率もよかったが、最近は出席者が固定化されている
・Ｎ２クラスは受講者の能力にあまり差がないので授業がスムーズだが、
Ｎ３クラスは受講者の能力にかなり開きがあり、授業の進行計画が遅れ気味

・空き教室を使用しているため、学校行事の関係で教室が固定されない（Ｎ２）

整理番号



今後（平成24年

度下半期）の

取組予定内容

・１２月２日の日本語能力試験に向けて、テキストを使った学習を継続する
・今回受験しない人は、来年度の受験を目標に漢字の読み方・言葉の意味を
身に付ける

・試験後は、学生を対象に現在企業で働いている外国人から体験談を聞くような
時間を計画してほしいとの要望がある

・最終日に発表の場を予定しているので、自己表現の学習もする
・日本語能力試験の合否発表は２月

平成25年度以降

の見通し

・継続できる基盤構築を図っている。
（１）鈴鹿市内の日本語サークルのネットワーク化
（２）日本語習得授業の組み入れ

・現在受講中の方から「来年度も続けて開催してほしい」との要望が多い

・飯野高校に建設中の多文化共生棟の利用促進



２ 成果の達成状況等

平成24年度に
達成しようと
する成果

①学習者が継続して参加している。
②目標とする日本語能力試験に合格している。
③学習者のニーズに合った日本語能力がある程度身についている。

項 目 当初目標設定
9 月末日の

達成状況

平成25年 3月末

達成見込み

① 最終的な参加者数 目標値（３０人）/ 現状（0） 名簿記載（２０人） 最終受講者（３０人）

② 日本語能力試験合

格者数
目標値（１０人）/ 現状（0） 目標値（７人） 目標値（１０名）

③受講者満足度

目標値（参加者平均 5 段
階評価の 4.5）
/ 現状（0）

大変よい、よいの
割合８７．５％

大変よい、よいの
割合８０％

●成果指標の達成状況

・受講申し込みはＮ２/Ｎ３合わせて４３名の申し込みがあった。
・申込み者の中に来日まもなく、日本語の読み書きが全くできない３名は、鈴鹿市内の日本語ボ
ランティアサークルに紹介。

・現在、３０名程度の人が休まずに受講しているが、企業内の勤務シフトの変更や残業、学校ま
での送り迎えをする家族の入院などにより、欠席が目立っている。そのため、①最終的な参加者
数、②日本語能力試験合格者数、③受講者満足度の最終達成見込み目標の内容変更を検討
した。
・自分の受講しているクラスのテキストだけでなく、他の学習材料を希望する人もいて、学習に意
欲的な受講生が多い。
・受講者満足度の評価項目を、①大変よい、②よい、③普通、④あまりよくない、⑤よくないの 5
項目に変更した。

●課題 および その改善方針

具体的な指標
の達成状況等

・
・２回以上連続して休んでいる人には出席を促す電話や欠席理由を聞いているが、残業の増加
や勤務シフトの変更等の理由があげられた。欠席の主因が企業活動による状況下では、なかな
か出席につながらないこともあり、次回の委員会で対応を協議し、企業協力の依頼を予定。
・Ｎ３クラスはひらがなしか読めない人から意欲的に課題をこなす人まで様々なレベルの人が
混在しているので、授業の進行が時間的に困難であるが、今のところ改善方法はない。

・飯野高校は多文化共生棟を建設中であるため、受講者の駐車場の確保や駐車の指示、
残業による遅刻受講者の対応、固定されない教室への案内等、当初予定していた以外の業
務の発生している→毎回、事務局スタッフを派遣し対応している。

評価ランク現状の

自己評価 □Ｓ：特に優れた成果が得られた □Ａ：優れた成果が得られた

□Ｂ：一定の成果が得られた  ☑Ｃ：限定的であるが成果が得られた □Ｄ：成果が得られなかった 

（該当する評価にチェックを付けてください）


